
　

　関東では夏らしい日が少なく，あっという間に秋本番です．
今年は全国研修会が 9 月に行われたため，夏休みを利用して参加できた先生方もいらっ
しゃったことと思います．学会等で季節の移ろいを感じることも多いこの頃です．
今月の特集は「身体と環境」です．環境は，人間が地球上で生活するために不可欠な条件
であり，自分達の行為の結果である環境破壊や環境汚染を如何に改善して，地球と共生し
ていくのかが国民の関心事になっています．「共生」は，リハビリテーションの目指すと
ころであり，社会に適応することは環境との共生の一側面とも言えるでしょう．
　ある事象が存在すれば，周囲は環境ということになり，また，違うものを主体としてみ
ればそれまで主体であったものが環境になります．すなわち，環境とは固定された事物で
はなく，例えば，対象者にとって理学療法士は一つの環境であり，理学療法士にとって対
象者は環境となるわけです．
　最近では，ゆとりある教育環境が望まれていますが，学生時代には存分に自己の権利を
主張して，ともすれば不適応を個性として尊重される環境の中で生活し，ある日から全く
異なる社会の環境に曝されては心身の機能に変調をきたすのも当然といえましょう．環境
とは，時として政策や思惑によって望ましい姿が変化します．学内教育と臨床実習とでは，
学生を中心にみたときの環境が私達の想像以上に異なっているのかもしれません．
　環境とは，非常に広範囲で変幻自在な性質をもち，特に価値を伴う場合には対象や視点
によってその意味が大きく異なります．
　前置きが長くなりましたが，本特集では効果的な理学療法を実践する上で「環境」を身
体との関係の中でどのように捉えるのかを示そうとしたものです．吉尾先生は，理学療法
を取り巻くなかで，脳科学の進歩，社会の要請，両者を踏まえた理学療法モデルを通して
身体と環境との関係を解説してくださいました．高橋先生には生態心理学の基盤にあるギ
ブソン理論を頸髄損傷の事例を通して見事に具体化していただきました．編集子の無理な
お願いをお聞きいれ下さり，この場を借りて厚く御礼申し上げます．また，宮本先生，亀
尾先生，久保先生には，それぞれ脳障害，運動器障害，発達障害について，各病態の特性
を踏まえた上で環境の具体的な要因について解説いただきました．
　講座は，行動分析学的アプローチの第 1 回目です．入門講座は活動向上に生かす動作分
析の 4 回目で頸椎症性脊髄症が取り上げられています．1 ページ講座では行動療法につい
てわかりやすく解説されています．そのほか，学会印象記，ひろば，雑誌レビューも掲載
できました．また，新規性の高い速報的な意味をもつ短報も掲載されています．今年は例
年と比較して多くの投稿論文が掲載されています．これも一重に皆様のご理解の賜物と深
く感謝しております．今年もまた国家試験の解説に需要が増える季節となりました．
　それぞれの人が物思いに耽る季節です．

（内山　靖）
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